


































































る SC対応という 4つの視点に抽出した。 
【結果と考察】 
教諭特有の要因の見出だし方，活かし方に
ついて，SCは普遍的な教諭あるいは学校の存
在についてのイメージを持ちながら，授業や
会話からの観察，他教諭からの情報，あるい
は情報を引き出すための自分なりの言葉を用
いながら教諭特有の要因を見つけていること
が推測された。エンパワメントについては，
本研究では全ての SC がエンパワメントにつ
いて回答したが，教諭のなかには，教諭自身
がエンパワメントされるという考えを明らか
にしなかった協力者もおり，その必要性を観
察する必要があると推測された。 
